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ように変化し、どの水準まで透したのかを示し、西欧諸国にはみられない日本の独自性や西欧諸国との共通性がいったいどのような所に見られるのかを明らかにすることといえる、だろう。これら 独自性や共通性を通じて臼本社会の特徴を捉えることは国際比較研究醍醐味といえる。そし その特徴 規定要因を掠 こと 、国際比較研究の最終的な目標であろう。
しかしながら、
日本的特徴を規定するものを朗欧社会との対比で
捉えようとする には困難さが付きまとう。日本と西欧社会では、文化的なものから制度的なものまで大きく異なってく ため、何が日本的特徴を一ぷす要到なのかが容易には把握でき いためである。こういった問題 解決 るため 、中村ら
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の言うように、

























ているような国際・時点間比較という枠組みでの分析・解釈の方法は非常に重要と ってくる。また国際比較の分析 各閣 研究者による詳細な分析から、信頼性のある結論を導くこ に成功した本書の構成からも学ぶべき点は多い。そして何より 、
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